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定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

補
正
予
算

条
例
改
正

契　
　

約

道
路
管
理

請　
　

願

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止

　
新
庁
舎
及
び
高
齢
者
福
祉

施
設
が
整
備
さ
れ
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
供
用
を
や
め

る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃
止
。

　
一
般
会
計
で
８
億
８
８
４

０
万
円
追
加
し
、
総
額
を
84

億
４
８
６
７
万
円
と
し
ま
し

た
。

　
３
年
度
の
決
算
額
が
確
定

し
、
２
億
８
０
５
８
万
円
を

４
年
度
予
算
へ
繰
り
越
し
ま

し
た
。

●
新
庁
舎
建
設
工
事
（
第
１

期
・
建
設
工
事
等
）
の
変

更
請
負
契
約

　
契
約
金
を
１
億
４
６
１
万

円
増
加
し
、
32
億
１
０
１
０

万
円
に
変
更
。

　
◇
契
約
相
手　
株
式
会
社

錢
高
組
東
北
支
店（
仙
台
市
）

●
新
庁
舎
建
設
工
事
（
第
１

期
・
電
気
設
備
工
事
）
の

変
更
請
負
契
約

　
契
約
金
を
１
２
１
５
万
円

増
加
し
、
５
億
８
０
４
５
万

円
に
変
更
。

　
◇
契
約
相
手　
岩
舘
電
気

株
式
会
社
（
盛
岡
市
）

●
町
道
路
線
の
認
定

　
県
が
町
へ
払
い
下
げ
た
土

地
か
ら
国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
を
確
保
す
る
た
め
野
場

川
原
線
を
町
道
に
認
定
。

●
令
和
４
年
度
の
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
関
す
る
請
願

　
採
択
し
内
閣
総
理
大
臣
ほ

か
衆
参
両
院
議
長
、
関
係
省

庁
の
大
臣
へ
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

　
７
月
定
例
会
議
は
、
７
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
７
件
で
、
全
議
員
の

賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・

教
職
員
定
数
改
善
・
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負

担
率
の
引
き
上
げ
を
は
か

る
た
め
の
２
０
２
３
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
を
求
め
る
請
願
書

　
採
択
し
内
閣
総
理
大
臣
ほ

か
衆
参
両
院
議
長
、
関
係
省

庁
の
大
臣
へ
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

【補正予算の使いみち】
会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計(第1号) 8億8840万円 84億4867万円

主な使いみち
■コロナワクチン接種（４回目）の費用	 	1314万円
■子育て世帯生活支援特別給付金	 	536万円
　住民税均等割非課税世帯の子ども1人5万円
■非課税世帯臨時特別給付金(1世帯10万円）	 	1558万円
　今年度新たに非課税になった世帯が対象
■新庁舎建設工事費	 5億7052万円
■七滝山村広場階段等改修工事	 	480万円
■葛巻高校生徒送迎用車両購入費	 	437万円
■サテライトオフィスフェンス等設置工事	 	225万円
■定住対策住宅取得支援事業の増加に対応（補助金）	 	600万円

３年度企業会計決算

事
業
会
計
の
３
年

度
の
決
算
は
事
業

収
益
10
億
４
５
７
５
万
円
に

対
し
、
事
業
費
用
が
10
億
７

９
０
６
万
円
で
３
３
３
１
万

円
純
損
失
を
計
上
、
累
積
欠

損
金
（
赤
字
）
が
６
億
６
０

０
２
万
円
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
年
間
延
べ
入
院
患
者
数
は

１
万
１
６
３
７
人
で
、
前
年

度
よ
り
56
人
減
少
し
た
も
の

の
、
外
来
患
者
数
は
、
２
万

８
２
７
５
人
で
、
前
年
度
よ

り
３
９
０
人
増
加
し
ま
し
た
。

　

少
な
い
人
的
体
制
で
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

通
常
診
療
を
維
持
し
つ
つ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

病
院

　
　
国
か
ら
の
へ
き
地
医
療

確
保
経
費
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
た
理
由
は
。

答　
国
の
基
準
の
見
直
し
に

よ
り
減
額
と
な
っ
た
が
、
不

採
算
地
区
病
院
経
営
費
や
医

師
確
保
対
策
費
は
、
国
の

見
直
し
に
よ
り
増
額
と
な
っ

た
。

　
　
当
該
年
度
の
純
利
益
を

計
上
す
る
た
め
の
工
夫
は
。

答　
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を

高
稼
働
さ
せ
、
安
定
的
な
収

入
の
確
保
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
費
用
面
で
は
、
院
内

で
経
営
向
上
計
画
を
作
成
し
、

コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
取
組
む
。

問問

　
　
今
後
、
経
営
努
力
す
る

こ
と
で
、
純
損
失
を
減
ら
す

こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答　
北
部
地
区
の
設
備
の
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
、
設
備

の
改
善
が
必
要
な
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
後
も
経
営
は
厳
し

い
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
水

道
料
金
の
見
直
し
な
ど
の
検

討
も
必
要
。

問

質
疑

葛巻病院の患者等の状況
区分 Ｒ３年度 Ｒ２年度 比　較

入　　院
患 者 数 11,637人 11,693人 △56人

外　　来
患 者 数 28,275人 27,885人 390人

外来診療
日　　数 242日 242日 －日

事
業
の
収
益
が
増
加

減
価
償
却
費
率
が
増
加

事
業
会
計
の
事
業

収
益
は
１
億
５
７

２
７
万
円
に
対
し
、
事
業
費

用
が
１
億
８
７
３
２
万
円
で
、

３
０
０
４
万
円
の
純
損
失
を

計
上
、
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
累
積
欠
損
金（
赤
字
）

が
１
億
６
６
１
３
万
円
に
増

加
し
ま
し
た
。
原
価
償
却
費

の
精
査
を
行
い
、
資
産
状
況

等
を
明
確
に
把
握
し
、
収
支

の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

水
道

企業会計決算の状況

区　　　分
病院会計 水道会計

３年度 ２年度 前年
対比 ３年度 ２年度 前年

対比

事業収益(a) 10億4575万円 10億1635万円 2.9% 1億5727万円 1億6661万円 △5.6%

事業費用(b) 10億7906万円 10億6197万円 1.6% 1億8732万円 1億8484万円 1.3%

純損益(a)-(b) △3331万円 △4561万円 26.9% 3004万円 1822万円 △64.9%

年度末累積欠損金 6億6002万円 6億2670万円 5.3% 1億6613万円 1億3608万円 22.1%
※万円未満切捨

監査委員の意見
（要旨）

病院会計
　３年度決算は赤字となり、
累積欠損金が増えました。
国庫負担金補助金の減額等
が要因です。
　医業収益では、３年度増
床した地域包括ケア病床の
稼働に期待します。

水道会計
　３年度決算は赤字となり、
累積欠損金が増えました。
資産の減価償却費の増額等
が要因です。
　今後、事業の効率性を高
め、計画的な更新工事と経
営改善に努められたい。

（税抜き）

５月会議 ５月25日開催
　提出された議案は、一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例など４件で、全議
員の賛成で原案のとおり決定しました。
条例改正４件　◇町税条例の改正
　　　　　　　◇一般職の職員の給与に関する条例改正･･･期末手当支給率引下げ改正
　　　　　　　◇会計年度任用職員の給与等に関する条例･･･期末手当支給率引下げ改正
　　　　　　　◇新庁舎建設工事の請負契約の変更･･･南側エントランス及び進入路を整備


